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～報 告 一
子 ゼ も の 虐 待 問 題 に 関 わ る 保 健 師 の
役 割 ・・機'能 に 関1す る 保 健 師 自 身 の 認 識 と
連 携 他 職 種 の 認 識
尾 ノ井美 由紀*・ 伊藤 美樹子勅 ・早川和 生糟
＼
要 旨 一
【目的】地域 におけ る虐待 問題 に関わる保健師 の役割 ・機能 について、保健師 自身 の役割 認
識 と他 職種 による保健師 の役割認識 ・役割 期待 の比較 か ら専門 的役割 に関す る問題 と課題 を
整理 す る ことを 目的 とした 。/方 法 】平成12年10月 か ら平成16年4月 まで に保 健セ ンターで
の虐待 予防教室 に関わ った 専門職1を対象 として 、平成15年11月 と平成16年4月 に教室参加 者
の特 性 と教室 担当専門職 の役割 ・機能 につ いて フォー カス グルー プイ ンタ ビュー を行 い、そ
の内容 を質 的に分析 した。 【結果 】{虐 待 ケー ス を見極 める}{受 容 して関わ る}{ケ ー ス
に応 じた虐待支 援方 法 を見極 め る}、 個別 支援 を行 いつつ{虐 待予 防教室の効 果的な活 用の
タイ ミ ングを図る}、{信 頼関係 を構 築 し援助 関係 を作 る。そ の ことか ら虐待 の心理 ・精 神
療法 を行 う他職 種の援助 関係 に繋 げる}、{虐 待 心理 面の フォロー}、{他 機 関 ・他職種 と
連携 を取 る}お よび{地 域 育児能力 を育む}の8つ の保 健師役割 が抽 出 された 。保健師か ら
も他職 種か らも認知 され た役割 ・機能 として は、{虐 待 ケース を見極 める}{ケ ース に応 じ
た虐待 支援方 法 を見極 める}{虐 待予 防教室 の効 果的 な活用の タイ・ミ ング を図る}こ とや 、
{他機 関 ・他職 種 と連携}を 取 り、{地 域育児能 力 を育む}こ とであった。 【考察】他職種
か ら期 待 されてい る ことは、虐待 の発見 やケー ス に応 じた支援方法 を見 極め る ことや、他機
関や他 職種 と連携 を取 る こと、虐待 ケースの心 理面 のフ ォロー、地域 全体の 育 児能力 を高 め
る ことで あ り、 この事業 に携わ る職種 間では 一致 して いる部分が多 か った。 また保健師が 築
いた個 々のケース との信頼 関係が 、他職 種の ケースへ の支援 を受 け入 れやす くす ることが示
されプ ライ マ リケア にか かわ る職種 としで評価 されて いた。ただ し保 健師の ケースのアセ ス
メシ トカには ば らつき がある ことが示 され、今 後の 課 題 として 、保 健師全体 の リス ク認知 力
を高め る ことや、身体症状 が少な く心理問題 が大 きいネ グレク トに対 応で きるよ う更な る能
力の向上 と洗練が必要 であ る。
キ ーワー ド:虐 待 問題、保 健師 役割 、地域育 児能 力
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1.緒 言
児童相談 所 にお ける児童虐待相談 対応件
数 は、厚 生省(当 時)が 統計 を取 り始 めた
平 成2年 には1,101件 で あったが 、 「児童
虐 待予 防等 に関す る法律」が施行 された平
成12年 度 は17,725件 、平成18年 度 には
37,323件 と著 しく増 加 して いる1)。 児童
虐 待は 、子 どもに心 的外傷 を もた らし、そ
こか ら派 生する様々な精神症状や発育障害 ・
発 達遅滞 、対人 関係 障害や 自尊 心の低下 な
どの影響 を与 える。 また虐待 は、親か ら子
ども、子 どもか らそ の子 どもへ と次世代 に
引き継 がれ るとい う連鎖 の恐 れ もあるため
早期発見 ・早期対応 が重 要であ る。平 成16
年4月 の 「児童虐待 予防等 に関す る法 律」
(児童虐 待 の早期 発見等)の 改正で 、保健
師 は児 童虐待 を発見 しや すい立場 にある こ
と、そ の ことを 自覚 して 早期発見 に努 めな
くて はな らない ことが示 され、かつ乳 幼児
健診 が虐待 発見 の場 と して位置づ け られた 
2)。 また厚 生労働省 の 「子 ども虐待 対応
の手引 き」 にお いて は、児童虐待 のハ イ リ
スク因子 が網羅 され 、保 健師が児 童虐 待 を
発見 す る際の視点 の標準 化が 目指 されて い
る3～6)。 さ らに平 成20年 度 か らは児童
虐待 発 生予防 のた めに、 生後4ヶ 月 まで の
乳児の い る家庭 を訪 問す る 「こん にちは赤
ち ゃん 事業」が全 国の市 町村 で開始 され 、
こう したス ク リー ニ ングによ り児童虐待 相
談対応 件数 は今後 ます ます 増加す る と予 測
され る。 しか し、一方で平 成18年 度 の児童
相談所 対応 の死 亡事例 の検 証結果で は、当
該事例 と何 らかの接点が あ った のが 児童相
談所 のみ で、児童相談所 以外 の機 関が関与
して いな かった事例が45～46%で あった こ
とが報 告 されて いる1)。 この事態 に対 し
て児 童相談所が虐待 通告 の初期対応 に追わ
れ、保 護者や子 どもへの援助が できて いな
いとい う限界 と乳幼 児へ の関わ りの機会 を
多 く持つ保健師や保 健機 関の積極 的な関 わ
りや 連携の 必要性 が指摘で きる。
保 健師は児童虐待 発見事例 か ら緊急性 、
危険 性 をアセス メ ン トし、児童相 談所 に送
致す べきな のか を適 切 に判 断す るス ク リー
ニ ング能力 を持 たな くて はな らな い。そ し
て 、発見後 は子 どもを守 る地域 ネ ッ トワー
クを活用 して児 童相談所 につな ぐ ことが重
要 とな って くる と共 に、保 護者や子 どもへ
援助 を行 う必 要があ る。 地域ネ ッ トワー ク
が適 切 に機能す るため には、関係機 関の専
門職 が情報 を共 有す る とともにこれ に もと
つ く連携が極めて重要 にな る。連携 とは 「同
じ目的 を持 つ者が協働す ること」 と定 義 さ
れ て いるが、専門職者 間の連携 を充実 す る
には各職種 の専門性 を活か し役割分担 を 明
確 にす る ことが必要で あ る。専 門性 を活 か
した役割分担を行 うためには、保健 ・福祉 ・
医療の各専門職がお互いの専門性 を理解 し協
力 し合ってお互 いの専門性を活かした協働 を
行 うことが重要である。
そ こで、本研究 では、専 門性 の発揮 と連
携が必 要 とな る虐待 予防教室 にお ける保 健
師 自身の役割認識 と、他職種(臨 床心理 士
や保 育士、家庭 児童相談員/ケ ース ワー カ
ー 、医師)に よる保健師 への役割認識 ・役
割 期待の比 較か ら、地域 にお ける保健 師 の
役割 ・機能 につ いて の問題 と課題 を整理す
る ことを 目的 と した。 これ によ り被虐 待児
の死亡 とい う転帰 を減 らす望 ま しい対応や
機 関連携 の検 討 に資す る ことが期 待で きる。 
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H.研 究方法
1.教	室 の概 要
本 研究で着 目した虐 待予 防教室 は、地域
育児 機能 の低下や心 理精神 的問題 を持つ母
の増 加か ら個別対応 では限界 を感 じて いた
保健 師が、家庭児童 相談員 に相談 した こ と
か ら専門技術職間で 問題 意識 を共有 し、家
庭児 童相談室 と保健セ ンター の虐待 支援 の
共 同事 業の位置づ けで平 成12年10月 に始 ま
った 。教室 の 目的は 、深 刻な育児不安 やス
トレスを抱え、虐 待傾 向 にあ る母親 への フ
ォロー か ら虐待 への移行や 進行 を防止 す る
こと、な らびに虐 待 ケー スの早期対応 で あ
る。
教室 は月に2回 、1回2時 間、6ヶ 月を
1ク ール として母子 分離形 式で行 われて い
る。参加者 は1ク ール平均6～8組 の参加
で あ った。各 回の教 室担 当者 は、母親 グル
ー プ には保健師 と臨床心理士 、お よび家庭
児 童相談員が各1人 、子 どもグル ー プには
保 育士2人 と保健師1人 が常時担 当 し、教
室終 了後は担 当者全員 で ケースカ ンフ ァレ
ンス を行 い、 ケー スの状態やそ の後 の方針
を確 認 して いた。児 童精 神科医師 は1ク ー
ル に1回 カ ンファ レンス に参加 し、母 子 グ
ルー プや個別 の対応 か ら母 親の心 理 ・精神
的診 断、受診の必要性や 関わ り方 な どにつ
いて教 室担 当者 に助言 を行 って いた。教 室
終 了後 に個別 フォローや 児童相談所措 置 に
な るケース も少な くな い。
本教室 の参加 ケー スは29組 で(平 成15年
ll月1日 現在)、 主た る参加経路 は健 診 と
保健師活動であった。参加理由(複 数回答)
は母 の問題が27組 で、その内訳は母 の精 神
状 態不安定 が最 も多 く(10組)、 次 いで育
児 不安 であった。子 どもの問題は17組 で子
ど もの発達 ・発育 の遅 れが最 も多 く9組 、
次 いで子 どもの 問題行 動で あった。参 加理
由 は平 均2.3ヶ と複数 の要 因で参加 して い
る ケー スが多 か った(表1)。
表1対 象者の教室参加経路
項 目 人数
参 健診 4月健診 5
加
経 18ヶ 月 健 診 3
路 3歳 半健診 1
保健師活 訪 問 ・相 談 5
動 地区育児教室 4
虐待ホ ッ トラインか ら連絡 5
病院から依頼 4
母か ら相談	 3
家庭児童相談室 か らの依頼 2
参 母の問題 母の精 神状 態不 10
加	 安定, 理
由 育児不安 9
( 子 ど もの虐待歴 5
複
数
育児拒否 2
回 母 の虐待歴 1
答 子 どもの 子 ど もの発達 ・ 9
) 問題 発 育の遅れ 
子 ど もの問題行 5
動 
未熟児 2
双子 1
家族関係 4
父 の ア ル コー ル 4
経済的問題 3
望まぬ妊娠 '2
地域 との繋が りが ない 2
未記入 9
母 親 の 平 均 年 齢 は31.5歳(SD:4.4)で22～
38歳 、子 どもの平均年齢 は2.2歳(SD:1.1)で
7ヶ 月～4歳2ヶ 月であった。
2.調 査 方 法
平 成12年10月 か ら平 成16年4月 まで に
「虐 待 予 防教 室 」 に 関 わ った 専 門 職 全 員 を
対 象 と した 。 対 象 者 に は 、 平 成15年11月 に
一45一
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90分 間 「教 室対象者 の特性 と教 室担 当専 門
職 の役割 の 自己認識 と他己 認識 」 につ いて
フォーカ ス グル ープイ ンタビュー を行 い、
医師 には、勤務 の都合で フォーカスイ ンタ
ビュー に参加不可能 で あったため、 「医師
の役割 認識 と教室 担 当専 門職 の役割」 につ
いて16年1月 に50分 間 の半構 成的面接 を行
った。次 いで 「保 健師 の役割」 につ いて深
め るた めに、平成16年4月 に60分 間のフ ォ
ーカス グルー プイ ンタビュー を行 った 。
3.分 析 方法
イ ンタ ビュー の録音か ら逐 語録 を作 成 し、
調査者が 録音 テープや観察 記録 を参照 しな
が ら記述 の正確 さを確認修 正 した。そ の後 、
逐語録 な らびに フォー カスグルー プイ ンタ
ビュー 中の観察 記録お よび発言 メモ も考 慮
して 、KJ法 を用 いて 「教室 にお ける保 健師
の役割 とは何 か」 とい う保 健師役割 に関す
る内容 を表す ラベル を付 けて、 これ を1次
コー ドとし、'1次 コー ドを更 に上位 カテ ゴ
リ(2次 コー ドか ら3次 コー ド)に 類型化
した7)。 分析デー タの妥 当性 を確 保す る
ため1次 コー ドを作 成後 に、イ ンタ ビュー 
f

参加 者 に1次 コー ドの正確性 につ いて確認
を して も らった。分 析結果 は、研究 者 間で
何 度 もセ ッショ ンを行 う ことで妥 当性 を高
めた。
なお結果 の表記 にあた り 目 は3次 コ ー
ド、 《 》 は2次 コー ド、〈 〉 は1次
コー ドとした。
4.倫	理 的配 慮
フォーカス グルー プイ ンタ ビューおよび
個別面接 に先 立ち、調査協 力の依頼 と研 究

目的を説明 し参加 の意思 を確 認 した。調査

の開始 時 に再 度、調査 目的 とともに、デー

タは市 町村 および個 人が特定 され な いよ う

にま とめ る こと、参加 中断 によって も不利

益 を こうむ る ことは無 い こと、学術的な 目
的に限ってデー タを使用す る ことを説明 し
参加へ の同意 を確 認 した。
皿.結 果
1.対	象者
専 門職 の 内訳 は保健師が4人 、保育士 が
3人 、臨床心理士 および家庭 児童相談室 の
ケー ス ワー カー と医師が各1人 で、 医師 以
外は全員女性であった。また対象者の平均年
齢は44.3歳(SD:3.5)で24～62歳 、専門職
としての平均経験年数は16.9年(SD:2.9)
で3～30年 、この教室 に携わ った期間は平
均3.4年(SD:0.4)で あった。 臨床心理 士
と保 育士 のそ れぞ れ1人 が 他地域 の虐待 予
防教 室 にも関わ ってお り、医師 と保育士1
人を除 く6人 が虐 待以外 の小児 の発達や 育
児 面の フォロー教室 に携 わって いた。医師
は精 神科病 院勤務 医で あ り、思春期相談 な
どで保健セ ンター と関わ りが あった。
2.教	室参 加 ケー スの特 性
専 門職 によ って捉 え られた虐待 予防教室
の参加 ケース の特性 として、母親 の特性 は
《心理状態 》 《対 人関係》 《育 児への姿
勢》 《母 の存在感》 の4つ に類 型化 された 。
《心理状 態》 は、〈安定 した 人間関係が も
てな い〉〈 自己肯 定感が もて な い〉〈不安
や葛藤 を持 ち こたえ られな い〉<日 常生活
を生き難 いもの にして いる〉な どの4つ の
下位 項 目か ら構 成 された 。
また 《対人 関係》は、<孤 立 して いるの
に積極 的 に他 者 を求 め られ な い〉〈専 門職
に もすべて は出せな い〉<主 治 医に も症 状
の訴え はで きて も虐待 は出せ な い〉〈 自分
の行動 をコ ン トロール できず罪 障感 を持 っ
てい る〉 の4つ の下位項 目か らなるア ンビ
バ レン トな特 性が示 された。 《育 児への姿
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勢》 はく子 どもとの関わ り方が分 か らな い との信頼 関係がで きていな い〉子 どもとい
〉〈子 どもへの気持 ち と裏腹な態度 〉やく う4つ の下 位項 目で構 成 された 。 《子 ど も
自信 が無 く危 険 を冒 しそ うな認識 を持 つ〉 の対 人関係 》はく感 情を表 出す るのが下手
とい う3つ の特性が得 られ 、 《母 の存 在 〉 でく 人間関係 を作 るのが下手〉 な子 ど も
感》 は、〈 家 にも居場所 が無い〉〈 地域 の で あ りく子 ども同士 の関係つ くり も下手〉
育児教室 には参加で きな い〉の2つ で構 成 で〈 内面 まで踏み込 んで いかな い と関われ
され ていた。 な い〉た めく愛着 関係 が希薄な子 どもへ は
子 どもの特 性は、 《子 どもの心理 ・発 技術 的な ものだ けで は対 応で きな い〉 こと
達》 と 《子 どもの対人 関係》 の2つ に類型 が抽 出され たが、<母 親 代わ りを求 めて い
化 され た。 《子 どもの心理 ・発達》 として る〉子 どもの姿 も明 らか にな った。 また母
は、<子 どもらしい可愛 さが感 じ られ な い 子 に共通 して捉 え られ ていた特性 は、 《個
〉やく愛着 形成 に失敗 した子 ども〉 であ り、 別性が顕著 であ る》が 《状況が不鮮 明で あ
〈感情が分化 して いな くて対 応す るす る者 ,る》 ために 《人間 関係 の構 築 の困難 さ》 が
の感情が影 響 を受 ける〉 、<発 達 に障害が 抽 出され た(表2)。
な いが健全 な成長 を して いない〉 、<大 人
表2教 室参加ケースの特性
2次 コード1次 コード

心 安定した人間関係がもてない

理 自己肯定感が持てない

状 不安や葛藤を持ちこたえられない

態 日常生活を生き難いものにしている

孤立しているが積極的に他者を求められない

母
の
対
人 専門職にもすべては出せない

特 関 主治医にも症状の訴えはできても虐待は出せない

性 係 自分の行動をコントロールできず罪障感を持ている

の育 子どもとの関わり方が分からない
姿児 子どもへの気持ちと裏腹な態度
勢へ 自信が無く危険を冒しそうな認識がある
感嬲 家にも居場所が無い
地域の育児教室には参加できない

る共状況が不鮮明である

特通 個別性が顕著である

性す 人間関係の構築の困難さ

子どもらしい可愛さが感じられない 
感情が分化していなくて対応する者の感情が影響を受ける彝 ■
愛着形成に失敗した子ども
子 発達に障害が無いが健全な成長をしてない謙ど 大人との信頼関係ができていない
も
の 子 内面まで踏み込んでいかないと関われない

特
も
ど 人間関係を作るのが下手

性 係の 子ども同士の関係つくりも下手

対 感情を表出するのが下手
人 母代わりを求めている
関 愛着関係が希薄な子どもへは技術的なものだけでは対応できない
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3.保	健師以外の教室 に関わる専門職の役割
専 門職 間で相互 に捉 え られ た教室 に関わ
る専 門職 の役割 と して、 医師はくス タッ フ
へ 母子へ の関わ り方 をス ーパ ーバイズす る
〉〈精神 面の アセ スメ ン トを行 う〉 ことが
役割 と捉 え られ、 またそれ を遂行す る こと
が期待 されて いた。 これ に対 し、医師 も同
様 な役割 を認識 していた が、〈主治 医 とス
ーパーバ イザー は違 う方 が良 い〉 ことや く
ニー ズや 洞察 の無い人へ の治療はで きな い
〉 と役割 遂行上 の支 障や 限界が明 らか にな
った 。
臨床 心理士 の役割 と しては、<子 どもの
発達 面 を含 めた情緒 問題 を観 る〉 ことやく
母子 関係か ら子 どもを観 る〉〈心理 的問題
を持 つ対象者へ の集 団対 応 の知識 を持 つ〉
〈集 団 の心理 ・精 神療 法 を行 う〉 ことが役
割 として確 認された。 これ に対 して臨床心
理士 は 、教 室の対象者 に対 して集 団精神療
法 を適用す るのは好 ま しくない と考 えてお
り、 ケースの個人 的な洞察が進 み過ぎた 時
に、保健 師や家庭児 童相談員 の一般的な意
見 を求 める ことで集 団対応 のバ ランス を と
って いる ことが 明 らか になった。
保育士 につ いて はく子 どもを個別 に見 な
が ら子 どもグル ープ全体 を展 開す る〉<母
子 関係 を通 した遊 び の楽 しさを伝 える〉な
ど遊 び を通 し、<子 ど もと気持 ちの交 流 を
図る〉 ことで く子 どもの側か ら母親 に子 ど
もとの関わ り方 を助言す る〉 ことが確認 さ
れ た。
家庭児童相 談員 につ いて捉 え られた役割
は、〈生活 支援 の視 点で対象者 と関わ る こ
とで対象者 の生活 を支援 す る〉関わ り方が
確 認 され 、関わ る際 に〈他 の専門職 の視 点
を参考 に して総合 的関わ る〉 ことか らく住
民 のニ ーズ を形 に した り制度 に繋 げる〉 こ
とを役割 とし、専 門家 としてで はな くジ ェ
ネ ラ リス トとして存在 して いる ことが確 認
され た。
4.保 健 師の役割 ・機 能
保健師 の役割 と して{虐 待 ケース を見 極
める}と{受 容 して 関わ る}、{ケ ース に
応 じた虐待 支援方法 を見極 める}、{虐 待
予防教室 の効果 的な活用 のタイ ミングを図
る}、{信 頼関係 を構 築 し援助 関係 を作 る。
そ の ことか ら虐待 の心理 ・精 神療法 を行 う
他職種 の援 助関係 に繋 げる}、{虐 待 の心
理面 のフ ォロー}、{他 機 関 ・他職種 と連
携 を取 る}お よび{地 域育児 能力 を育む}
の8つ の役割が抽 出 され た(表3)。
{信 頼 関係 を構 築 し援助 関係 を作 る。 そ
の ことか ら虐待 の心理 ・精 神療法 を行 う他
職種 の援 助 関係 につな げる}役 割 にお いて 、
保健 師は教室 を担 当す る ことでく虐待 に介
入 し易 くな った〉 とは感 じて いるが 〈 自分
の知 らな い ことは勧 め られな い〉 と感 じて
お り、心理 ・精神療法 を行 う専 門職 ヘケー
スを繋げ る ことが役割 で ある と自覚 して い
た。一方他 専門職 か らはく保健 師 とケー ス
の信頼関 係が他機 関 との信頼 関係 に繋が る
〉〈保健 師へ の信頼 は虐待予 防教 室へ の信
頼 で ある〉 と保健 師 との連携 がケース を援
助 して い く際 に 自分た ちの信 頼関係 に繋 が
って いる ことを実 感す る ことで、役割分 担
が行われ て いた。そ の他7つ の役割 は、保
健師 と他 専 門職 間相互 で保 健師 の役割 と確
認 された。
保 健師 は、健診や家庭 訪問活動 でケース
を含 む家族 を単位 として捉え、家族 と地域
の繋が りか ら虐待か 育児不安か{虐 待 ケー
ズを見極 める}。 そ の際、{受 容 して関わ
る 】姿勢 でケー ス と信頼関係 を構 築す る。
母 子共 に心 理 的状況 が不鮮 明な ケース との
,・
3次 2次 コー ドコー ド
他機関・他職種との連携を取る
虐待ケースの心理面の
虐 把握
待
の
心
理
面
の
フ
ォ
ロ 虐待の心理 ・精神療法と
ー は区別して母子の全般
的・基本的な心理的ニー
ズに関わる
受容して関わる
虐待から健全への連続
性に着目した育児能力
地 の醸成
域
育
児
能
力
を 育児能力の醸成に主体
育 的に関わる
む
母子を社会とつなげる
虐待予防教室の効果的な活用
のタイミングを図る
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表3保 健師の役割
1次 コー ド
個々の専門職以上の視点で対象者が見れるようになる
新たな活動を開始する時は他職種(心理職。家庭児童相談員など)に相談する
保健師は他職種と連携をする。
保健師は連絡会やケース会議にケースを出す。
虐待の個別対応には限界がある
ケースを把握して関わることが必要である
介入時に不自然さを感じる
グループ開始時に人格障害の有無の大変さが分からない
虐待ケースの訪問は怖い
母の心理的問題を見ていなかった
保健師はメンタルな問題を持つケースの集団対応への怖さを知らない
メンタルな問題を持つケースの集団のイメージが沸かない
ケースを深く捉えきれていない。
メンタルに問題のある集団に対応するスキルは無い
ケースを多面的に見ることで深く関われるようになった
個別的ケアはできるが集団ケアはできない
関わりが深まり過ぎた時に一般的な助言や指導ができる
保健師はセラピーはしない
保健 師はカウンセリングのファシリテーターをしない
生活圏での実施時は精神療法は適さない
集団精神療法時はそれ以外を配慮できない
カンファレンスで心理的な部分が明確になる
子どもが微妙に出す感情を読み取り、見守りながら関われる
指導型の関わりは通じない
ケースを把握して関わることが必要
地域で育児教室を開催する
地域の育児教室は子ども中心の教室である
子どもと母を繋ぐ
保健師は虐待ケースに対応する必要がある
健康な母に育児教室やグループを行う
行政という立場で教室を行っ意義がある
虐待予防教室は保健師が地域で虐待を援助していく社会資源の1つ である
教室の準備や段取りをするのが保健師の仕事の1つ である
具体的な育児情報の提供や指導を行う
離乳食や育児など具体的な方法を教えられる
子育てへの支援をする
地域作りは保健師の仕事である
地 域 の キーe.11-一ソンは 保 健 師 である
生活の視点で家庭の中と外の両面に関わる
虐待予防教室参加がケースの初めての外界との接点
保健師は母が地域に根付くのを援助する
教室終了後のフォローを見据えて関わる
教室に参加しても訪問のニーズが減るわけではない
放置していた部分が浮き上がってくるから密に関わる'
ケースをタイムリーにケアができた。
子どもGに 入る目的 は教室中、終 了後フォローをするためである
,・
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3次
2次 コー ドコー ド
ケースに応じた虐待支援方法を
見極める
信頼関係を構築し援助関係を
作る。そのことから虐待の心
理・精神療法を行う他職種の援
助関係に繋げる
集団からハイリスク者を
虐 見つけ出す
待

ケ

ー

ス

を

見 複数の場所と場面から
極 子どもの発達 ・発育を評
め 価する
る
対象者を家族や家族と
地域との関係から捉え
る
表3保 健師の役割
1次 コー ド
グレーゾーンの人をグループに勧奨する
個別対応が良いかG対 応が良いか決める
個別の必要な人にもGは必要である
保健師は対象者のニーズでG参 加を決める
個別への対応は十分できる
保健師の活動は個別も集団もある
対象者のニーズが把握できていなかった
保健師とゲースの信頼関係が他機関との信頼関係にもつながる
保健師への信頼は虐待予防教室への信頼である
自分の知らないことは勧められない
虐待に介入し易くなった
虐待のスクリー ニング的役割を担っているのは保健師である
母を深く見ることで心理問題を把握できる
虐待か育児問題か判別できる。
対象者を選定するスキルがある
虐待には保健師個人の意識に差がある
健常児(健診など)の発達・発育は観れる
健診などで介入方法(スキル)を発揮する
遊びの中で子どもを観る経験は少ない
子ども集団からの子どもの理解をする
家庭訪問と虐待予防教室で子どもの心理状態を比較する
子どもを見る視点の拡がりの必要性である
乳児の方が関わりやすい
母への気配りをする
ケースを多面的 に見れることから深く支援できるようになった
母と子を家族の単位として見る
保健師のみが認識している項目
他専門職のみが認識している項目
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関係 が成 立す る ことで{ケ ー スに応 じた 虐
待支援方 法 を見極 め る}こ とが で き、{虐
待予 防教 室の効果 的な活用 のタイ ミング を
図る 】こともで き る。 また 、ケース と{信
頼 関係 を構築 し援 助関係 を作 る。そ の こと
か ら虐待 の心理 ・精 神療法 を行 う他職種 の
援助 関係 に繋 げる}こ とにつ なが るので あ
る。
保 健師は{虐 待 の心理面 のフ ォロー}と
して、 《虐待 の心理面 の把握》 を行 い、
《虐待 の心理 ・精 神療法 とは区別 して母 子
の全 般的 ・基本 的な心理 的ニーズ に関わ
る 》。 また保健 師 は{他 機 関 ・他職種 と連
携 を取 る}こ とで、虐待 予防教 室 とい う集
団支援 も心理 専門職 の個別 支援 に も関わ る。
育 児支援 とい う連続 した流れの 中で、虐待
と健全 に拘 わ らず育児能 力 を醸成す る こと
に主体 的に関わ る。そ して、母子 を社会 と
つな ぐことで母子が地域 に根 ざ した生活 を
援 助 し、健 全な{地 域 の育児能 力を育む}
役割 を担 う。
以下 、今回明 らかにな った コー ド間 の関
係 につ いて述べ る。
1){虐 待 ケー スを見極 める}役 割
{虐待 ケー スを見極め る}保 健 師 の役割
は 《集 団か らハイ リス ク者 を見 つ け出す 》
と 《複数の場所 と場面か ら子 どもの発達 ・
発育 を評価 す る 》、 《対象者 を家族や 家族
と地 域 との関係 か ら捉 える》 の3つ の2次
コー ドで構成 された。
保 健師 は 《集 団か らハ イ リス ク者 を見 つ
け出す》 ため に 《複数 の場所 と場面 か ら子
どもの発達 ・発育 を評価 す る》 役割 を担 っ
てい た。
保健 師はケース をアセス メン トす る際 に、
健診 な どの集 団の中で多 くの子 どもの発 達
や発 育 を観 察す る ことで虐待ハ イ リス ク者
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を発見す る。そ して 、家庭訪問 と教室 参加
時 の子 どもの様子か らケース を深 く観 る こ
とで子 どもの発達 ・発育 を評価 す る。 しか
し、〈遊び の中で 自然な子 どもの様子 を観
る経験 の少 な さ〉や 、保 健師の虐待 への保
健師 の関わ りの必要 性の意識 の違 いか ら、
〈子 どもを見 る視点 の広が りの必 要性〉 を
感 じて いた 。
→ 健診 に来て いる1歳 半 の子 とい うあた り
の発達 と発育 とかは見れ る(保 健師)。
→ 子 どもの状態 を見て も、そ こら辺 、逆 に
お 母 さん の しん どさ を知 らない と、 …
中略 … 両方 とも深 く見れた中で はや っ
ぱ り不適切 な育児 じゃな く虐 待や って んな
どい うあた りの見方 の整理 とい うのかな
(保 健師)。
→ 家庭訪 問 した時の様子 とグルー プに来て
い る時 の様子 との比 輳はでき る(保 健 師)
→ あ る保健 師 さん と ころ にはそ うゆ うケー
スが 固まって、な い ところは全然無 い とい
うのが続 いた りす る と ・・中略 ・・何 とか
これ を したい と思 った ら ・・三中略 ・ ・保
健師 さんによ って違 うんかな(臨 床 心理
士)。
《対象者 を家族 や家族 と地域 との 関係 か
ら捉 える》
母 と子 を家族 とい う単位 で捕 らえ 、家族
ダイナ ミ ックス を見 る ことで、対象者や 家
族 員 の役割 と位 置づ けを考 えてケー スを立
体 的 に見 る必 要が ある。特 に乳幼児期 にお
いて は、母 親へ の気 配 りが育児不安 の解 消
か ら家族 ダイナ ミックスの改善 にな り虐 待
予 防へ と繋が る。
2){受 容 して 関わ る}役 割
虐待 という心理 的問題 を有す るケース に
対応 す る際、保健 師は健康な母た ちに行 う
く指 導型 の関わ りは通 じな い〉 ことを感 じ
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て いた。そ して、<子 どもが微妙 に出す感
情 を読 み取 り見守 りなが ら関われ る〉 とい
う受容 の姿 勢の重要 性を改 めて感 じていた。
→育 児教室 は元気 なお母 ち ゃんやか ら、ち
やん とした情報 をあ げなあかん とか 、今 こ
の季節やか らこのポイ ン トというか …
中略 … そ うい う ことが こうい うお母 ち
ゃんには通 じない と分 かって いるんや け ど
も … 。(保 健師)
→ そ ういう指導 型で進 める グルー プではな
い(臨 床心 理士)
3){ケ ース に応 じた虐待支援 方法 を見
極 める}と{虐 待 予防教室 の効 果的な活用
のタイ ミングを図る}役 割
保健 師は、対象者 のニ ーズでく個別対応
が 良いか集 団(グ ルー プ)対 応が良 いか 決
めて〉 いたが、<個 別 の必 要な人 にもグル
ー プは必要で あ り〉、<対 象者のニーズ が
把握 できて いな か った〉 ことを感 じて いた。
教室 参加者がく教 室 に参 加 して も訪 問のご
一 ズが減 るわけではな く〉、 ケース の今 ま
で見 えて いなかった ことが浮 き上が って く
る ことで 、タイム リー にケ アがで きて いた
ことを実感 して いた。
→私 が個 別 に訪 問 をして話 を2時 間聞 こう
が3時 間聞 こうが、集 団か ら得 られ る効果
と しての母 の行 動 を変 え られ るもので はな
いんや ろうなと思 う(保 健師)。
→個 別対応 で変 化の見 られなか ったケース
が グルー プに参加す る ことで変化 した(保
健 師)。
→ 今 まで 関わ りきれず に放置 して いた部分
が浮き上が って くるか ら密 に関わ る
と、 … 略 … 展開が速 くなってい く
(保 健師)
→保健 師はグルー プ終了後 のフォ ロー をど
うす るかを見据 えて関わ る必 要があ る(臨
床 心理士)
4)〔 信 頼関係 を構 築 し援助関係 を作 る。
そ の ことか ら虐 待 の心 理 ・精神療法 を行 う
他職種 への援 助関係 に繋げ る}役 割
保健 師は{受 容 して 関わ る}と い う姿勢
で ケー ス と接 して いる。 この保健 師の姿勢
が対象 者 との信頼 関係 を築 き、 当教室 の参
加 に繋がった ことが 明 らか にな った。そ し
て 、保 健師 との信頼 関係 の強 さが 、虐 待 と
い う保 健師以外 との連 携が必須 の対 象者 の
他機 関への信頼 関係 に繋が って いる ことが
明 らかにな った。
→地 区担 当保健師 との信 頼関係が 出来 て い
なか った ケースは対応 が困難だ った(保 育
士)。
5){虐 待 の心 理面 のフ ォロー}役 割
保 健師 の{虐 待 の心理面 の フォロー}役
割 は、 《虐待 ケースの心理 面の把握》 と
《虐 待の心理 ・精 神療法 とは区別 して母 子
の全般的 ・基本 的な心理 的ニーズ に関わ
る》の2つ の2次 コー ドで構成 された。
《虐待 ケー スの心理面 の把握》
保健師 は、教室 開始 時には人格 障害や リ
ス クの高 い集 団で ある ことを理解 してお ら
ず、〈介入 時 に不 自然 さ を感 じて いた〉。
しか し、教 室 を担 当す る ことで 、 リスク の
高 い集 団の怖 さや母親 の心理 問題 を観 て い
な かった ことを自覚 し、他専 門職 の視 点 で
対象者 を見 る ことが でき るよ うにな った と
感 じていた。
→一面的な 部分 しか家庭 訪問で は出会えな
い … 中略 … ほかの職種か ら見 るケ
ー スとの捉 え方が また違 うん です。 …
中略 … ほか の職種 と関わ ってい る効果
な のか な。(保 健師)
→ カ ンフ ァレンスで どう表現 した らいいか
とい うあた りの ことを臨床心 理士 さんは的
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確 に 表 現 して くれ は った ・ ・中 略 ・ ・そ れ
を 聞 いて 自分 自身 の 力 量 ア ップ に繋 が る の
か 。 ・ ・中 略 ・ ・健 診 の 場 面 で 見 れ た らい
い か な と い う気 が し ま し た(保 健 師)。
→ グ ル ー プ をや る こ とで 虐 待 ケ ー ス へ の対
応 方 法 が 分 か っ た 。 あ の グ ル ー プが あ っ た
か ら今 が あ る のだ と思 う(保 健 師)。 ・
《虐 待 の心理 ・精神 療法 とは区別 して 母子 の
全 般 的 ・基本 的な心 理 的ニー ズ に関わ る》
保 健 師 は 〈 メ ン タ ル に 問題 の あ る集 団 に
対 応 す るス キ ル が 無 い〉 こと を 自覚 して お
り、 心 理 ・精 神 療 法 を しな い こ とが 臨 床 心
理 士 と保 健 師 の両 者 で 確 認 で き て いた 。 そ
して 、 臨 床 心 理 士 と教 室 参 加 ケ ー ス の 関 わ
りが 深 ま りす ぎ た 時 に保 健 師 の 一 般 的 な 指
導 や 助 言 に よ り関 係 を修 復 す る役 割 を持 っ
て い る こ とが確 認 さ れ た 。
→ お 母 ち ゃ ん の深 い 心 理 的 な 部 分 の 読 み を
、
カ ン フ ァ レ ンス で聞 い て い く と、 全 然 見 え
て い な か っ た と思 う … 中 略 ・ … う わ
べ だ け の 言 葉 で深 く考 え ず に マ ザ ー グル ー
・プ の フ ァ シ リテ ー タ ー をす る の は す ご く 難
しい(保 健 師)。
→ あ ん ま り個 人 的 な 話 が 出 た とき に は 、 保
健 師 さ ん に ふ っ た り とか 、 ケ ー ス ワー カ ー
さ ん に話 を 振 った り して 現 実 レベ ル で の ア
ドバ イ ス を も ら う と い うバ ラ ン ス を と りな
が ら教 室 をや って い る(臨 床 心 理 士)。
6){他 機 関 ・他職 種 と連 携 を取 る}役 割
保 健 師 は新 た な 活 動 を 開始 す る際 は 関 連
職 種 に相 談 した り、 ケー ス を 連 絡 会 議 に 出
す こ と で他 職 種 と連 携 を す る。<保 健 師 は
他 職 種 と連 携 をす る〉 こ とで 、 保 健 師 以 外
の 専 門職 の 視 点 で も対 象 者 を観 る こ とが で
き る よ う にな った と感 じて い た。
→ お 母 さ ん の 動 き と子 ど もの 動 きが ・もの す
ご く連 動 して い るな ・,・中 略 ・ ・お母 さ ん
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へ の支援 とい うの を連 携 しなが らや っては
るか ら、子 どもはお母 さん の動 きに合わせ
て 動 いてい るんでね 。(保 育士)
→ 多 職種チームで大事 な と ころは、 自分 の
領 域 を広げて見れ る。幅広 い見方 で子 ども
を見 れるよ うにな る こと。(保 育士)
→ 今 まで細 い点、,点、点 ぐ らい しかなか っ
たお 母ち ゃん と私 の関係が 、何 か太いパイ
プ につながれ るような感覚 を受 けるよ うな
ケー ス もあった。(保 健師)、
7){地	 域 育児能 力を育む}役 割
{地域 育児能力を育 む}保 健師の 役割 は
《虐待 か ら健全への連続 性 に着 目した育 児
能 力 の醸成》 と 《育児能 力 の醸成 に主体 的
に関 わる 》、 《母子 を社 会 につな げる》 の
3つ の2次 コー ドで構 成 された。
保 健師は 《虐待か ら健全へ の連続 性に着
目 した育児能 力の醸 成》 をす るために、
《育 児能力 の醸成 に主体 的に関わ る》 活動
を行 って いた。
保 健師 は地域 にお いて健康 な母 に、子 ど
も中心で ある育児教 室や育 児グループ を行
う ことを役割 として い るが、虐待 ケース に
対応 す る必要が ある と感 じていた。育児 と
い う連続 した流れ の 中で は、〈虐 待予防教
室 は保健師 が地域 で虐待 を援 助 して いく社
会 資源 の1つ であ り〉 、育児支援 の一環 で
あ る ことが確 認 された 。
→健 康なお母 さんたち に、育児教室 とか赤
ちゃん教室 のお母 さん をグルー ピングした
りとか、大 人で もグルー プ ワー クは して い
る(保 健 師)。
→ 今既 に虐 待、あ るいは傾向の あるお母 さ
ん に対 して、実際の ケース に遭遇す るのは、
結局家庭 訪問で出会 うのは保健師だ けな ん
です よね(保 健師)。
→地域 の子育て支援 のネ ッ トワー クの中の
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1つ とし て この 受 け 皿 が あ っ た方 が よ い。
必 要 な ん や ろ と思 う ん で す よ 、 地 域 の 中 で
ね(臨 床 心 理 士)。
保 健 師 は 具 体 的 な 育 児 情 報 を提 供 し、 子
育 て を支 援 す る こ とで 、 地 域 の キ ー パ ー ソ
ン と して 地 域 づ く りを 行 う こ とが 保 健 師 の
役 割 で あ る こ とが 他 職 種 か ら も確 認 さ れ た 。
→ 今 この 季 節 や か ら この ポ イ ン ト、 知 って
お い て も らわ な い と い け な い こ と、 い ろ ん
な 子 育 て の や り方 、 具 体 的 な 子 育 て 、 こ う
い う方 法 が あ る よ と い うの を ア ドバ イ ス で
き.る(保 健 師)。
→ 子 ど も 中 心 や か らス タ ッ フ か ら メ ッセ ー
ジ を 言 っ た り、 周 りの お 母 ち ゃ ん か ら子 ど
もが こ ん な ふ う にで き る よ とい う話 が 中 心
に な る けれ ど も虐 待 予 防 教 室 で は 一 切 言 わ
な い(保 育 士)。
→ 地 域 支 援 ネ ッ トワ ー ク の キ ー パ ー ソ ン で
あ る保 健 師 を他 職 種 は 支 え る と い う 姿 勢 が
必 要 で あ る 。(臨 床 心 理 士)
《母 子 を社 会 とつ な げ る 》
教 室 参 加 ケ ー ス に とっ て は 、 〈 虐 待 予 防
教 室 参 加 が ケ ー ス の始 め て の外 界 と の接 点
〉 に な り、そ の こ と で母 が 地 域 に根 付 く こ
とへ 援 助 す る 役 割 が あ る 。
→ こ の グ ル ー プ が 初 め て の 社 会 で あ る母 が
殆 ど で あ る(臨 床 心 理 士)
→ 保 健 師 は地 域 の 中で 、・生 活 者 と して の 彼
女 らが 地 域 の 中 で 根 付 い て い く と い うと こ
ろ ま で 見 通 して いた だ き た い と思 い ます 。
(医 師)
→行 政 と い う枠 の 中 で こ うい った 集 ま る
場 を 作 っ て あ げ る こ とが す ご く効 率 よ く、
い ろ ん な 意 味 で 援 助 に 繋 が る ん や と い う確
信 が 必 要 に な る。(医 師)
→ 保 健 師 が 入 る 役 割 は 、 お 母 さ ん と子 ど
もの つ な ぎ とか 、 そ の 子 ど も の状 態 を地 区
担 に返 して 、 後 に フ ォ ロ ー に繋 げ る とか い
う役 割 だ と思 うん で す(保 健 師)
(図1)。
IV.考 察
1.保 健師 のケース との関わ り方
保 健師 の専 門職 務遂行能 力の構造 にお い
て 「対人支援能 力」 にく個 人家族へ の支援
〉能 力 の必要性 が明 らか に されて いる8° 
9-)。 そ の際、・乳幼児 の虐待 に対す る保 健
師 の援助 内容や 特徴 と して、 「育児負担 に
対 す る理解や 共感 を示す」 「傾聴す る」 姿
勢 か ら親 との 「信頼関係」 を深め る とい う
基 本姿勢 のある ことが確 認 されて いる8° 
9)。 本研 究 にお いて も保健師が ケー ス と
.関わ る際、相談や訪 問 という個別対応 だ け.
でな く集 団対応 にお いて も{受 容 して 関わ
る}こ とが保健師の基本 姿勢で ある ことが
確 認 された。そ して 、そ の{受 容 して関わ
る}姿 勢が保健師 とケース の信頼 関係 を構
築 し、 他職種へ の援助 関係 を開 くことに も
な って いた ことが 明 らか にな った。
2.虐 待ケース を見極 め、 ケース に応 じた'
支援 につな げる能 力
平成16年 の 「虐待 防止 に関する法律」 の
改正 で,虐 待対応 専門職 として保健師 の役
割 が健診 の位置 づけ と共 に明文化 され2)、
健診 という実践 の場面 におけ る保健師 の専
門的技術 の一つ として 「援 助 の必要性 の見
極 め」が 明 らか にされて い る10)。 また、
虐待 リス クの多 くが親子 関係や母親 の育児
サポー トの不足を指摘 してお り、佐藤 ら4)
は父親(母 親の夫)か らのサポー ト状況や 夫
婦 関係 、姑 との家族 関係 な ど家族 内力動 の
重要性 を明 らか に して い る。本研 究にお い
て も同様 に、保健師 は{虐 待 ケース を見極
め る 】際、母 と子 を家族 の単位 として、家
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族 と地域 のつなが りを見 る ことで 《対象 者
を家族や 家族 と地域 との関係 か ら捉え る》
という視 点 を持 っていた ことが示 された 。
保健 師は多数 の子 どもの発達 ・発育 を観
察、評価 して きた経 験 の蓄積 か ら虐 待 か育
児 問題 かの判別や 、ハイ リスク者 を選定 す
るス キル を持 って い るこ とを 自負 してお り、
一般乳幼 児健診受 診者か ら虐待 ケース を抽
出す る役割 を担 って いる ことが専門職相 互
で確認 されて いた。 しか し、家庭訪 問と い
う個別支 援 と虐待 予防教室 とい う集 団支 援
の中で子 どもの心理状態 の比較をす る こと
はでき るが、集 団の遊 びの中で子 ど もを観
る機会 と経験 の少な さか ら、子 どもを観 る
視 点の拡大 の必 要性 を感 じていた。そ うし
た機 会 は複数 の職種が参加 す る事業 での役
割分 担 によって制限 されや す いた め、集 団
の中で の遊 びの評価 については、他職 種 と
連 携 した情報 収集 とアセス メン トが求 め ら
れ よ う。 保 健師 は{虐 待の心理面 の フォ
ロー}役 割 にお いて 、個別対応 に限界は感
じて いたが 、<母 の心 理的 問題 を見 て いな
か った〉 こと、 ケース を深 く捉 えて いな か
った こ とを 自覚 していた。そ して保健師 は
《虐待 の心理 ・精 神療法 とは区別 して母子
の全般 的 ・基本 的な心理 的ニ ーズ に関わ
る》役割 を担 い、虐 待 の心理 面の フォロー
を{他 機 関 ・他職 種 と連携 を取 る}こ とで、
心理専 門職 につ な ぐ ことによって、 ケー ス
に応 じた心理面 の支援 を行 って いた ことが
明 らか にな った。
今後 の保健機 関 の役割 としてネ グ レク ト
の早期 発見 が期待 されて い る11}。身体症 状
が少な ぐ、心理 問題が 大き いケー スの問題
を発見 す るため に、保 健師 の見極 める能 力
を高め、 かつ洗練 させ てい く ことが求め ら
れよ う。
3.地 域育児能 力を育む
虐 待の世代 間連鎖 を防 ぐため には短期 の
支援 ではな く、教室 終 了後 、乳幼児期以 降
も視 野 に据 えた 関わ りが必 要であ る。虐 待
か ら健全 の連続 性 に着 目した育児支援 の流
れ の中で、<虐 待予 防教室 は保健師が虐 待
を地 域で援助 してい く社会資 源の1つ で あ
り〉、地域虐待 支援 システムの一環 であ る
ことが専 門職 間で位 置づ け られた。保 健師
は他 職種、他機 関 に連携 を働 きか ける役割
が あ り、保健 師の実践 におけ る連携 は、事
例 に関す る連 携で あって も、地域 を改 善す
る視 点 と 目的を もって い ることや 、保 健師
の活動 の特徴 として 「地域全体 を視 野に入
れ た複眼 的な視 点 を もち、個 を集 団につ な
げ、集 団 と集 団 を繋 ぎ、地域が全体 として
機 能す るよ うにす る ことで、健康 を志向 し
た地域社会 を開発す る」 こと12)、 保健 師
活動 の根 幹は コミュニテ ィの生活 者全体 の
健康 を維持 ・増進す る ことで ある ことが 明
らか にされて いる13)。 保健 師は保健師 同
士 の連携 を行 う ことで母子 をつなぎ、母 子
を社会 とつな ぐことか ら母子 が地域 に根 付
くた めに援助 していた。保健 師は地域 のキ
ーパ ーソ ンと して、健全 育成 を目指 した 虐
待予 防のた めの地域育児能 力の醸成 に主 体
的に関わ り、地 域育児能 力 を育む ことで地
域 の健康 レベル をア ップす る役割が ある こ
とが明 らか にな った。
V.結 論
保健師 か らも他職種 か らも認知 された地
域 にお ける虐 待 問題 に関わ る保 健師の役割
と機能 と して、虐待 の発見や ケース に応 じ
た支援方 法 を見極 め る力 を有 し、・他機 関や
他職種 と連携 を取 る ことで 、虐 待 ケース の
心理面 の フォローを行 う必 要が ある ことが
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明 らか にな った。また個 々の ケー ス との信
頼 関係の構 築はケース を受 容 して かかわ る
ことで可能 にな り、保健 師が築 いたケース
との信頼関係 は他職種 との連携 を容 易 にす
る ことが示 された。 また保 健師 は、一般人
口集 団 の中か らハイ リスクケース を選び 出
す と ころ、そ れ を専 門職 につな げる ところ
に特有 の役割 機能が ある ことが確 認 された。
ただ しアセ ス メン ト内容 には ば らつきが あ
る ことが示 され、今後 の課題 として、保健
師全体 の リス ク認知 力を高め る ことや、 身
体 症状が 少な く心理 問題が大 きいネ グ レク
トに対応 でき るよ う更な る虐待 の心理 的要
因を見極 め る能 力の向上が必 要で ある。
本研究をまとめるにあた り、多大なる協
力を頂いた東大阪布の保健師および東大阪
市家庭児童相談室の皆様に謹んでお礼申し
上げます。
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RECOGNITIONS OF PUBLIC HEALTH NURSE AND 
OTHER COOPERATING PROFESSIONALS REGARDING 
THE PUBLIC HEALTH NURSE'S PROFESSIONAL ROLE 
AND DEALING WITH CHILD ABUSE CASES 
Onoi M, Ito M, Hayakawa K. 
Abstract 
Recognitions of public health nurses and other cooperating professionals regarding the public 
health nurses' professional role and function of dealing with child abuse cases 
[Purpose] We described and discussed the problems of the professional role and function of 
public health nurses (PHN) dealing with child abuse cases, classifying the recognition and 
expectation gaps in the PHNs professional role and functions among PHNs and other 
professionals. 
[Methods] In November 2003 and April 2004, focus group interviews were conducted for the 
PHN and other committed professionals related to the abuse prevention group-work sessions 
held from October 2000 to April 2004. Data were analyzed with a qualitative method. 
[Results] Eight categories of PHN role and function were extracted; such as Selecting abuse 
cases, caring with receptiveness, applies effective support based on each case's needs, 
established primary rapp ort with an abuse case and bridge to special care such as psychological 
therapy, 'phychological follow-up care for abusive parents', 'liaison with related institutions' and 
'promotion and development of child rearing abilities with community members ' . 
[Discussion] What do other professionals expect from PHNs responding to child abuse cases 
regarding the locating of an abuse case, applying appropriate support depending on each case's 
needs and to liaison betweenrelated institutions, providing psychological follow-up care, as well 
as promoting general level of child-rearing ability with community people. Most of perceptions 
corresponded with PHNs. However, PHN risk assessments were seen to vary from person to 
person, PHNs establishing rapport with the abusive parents makes other professionals more 
likely to commit more easily. PHN are expect to improve their sensitivity of abuse risk and the 
corresponding more difficult cases such as neglect. 
Keyword:child abuse, public health nurse' professional role, 
promotion and development of child rearing abilities with community members 
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